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を吏めて嵩知らせする。成沢氏にも賃を封軌、してい

ますから御期待下さい。

○村田、高野両君の御挨拶利田君よりにわかに転任に

なり生すので、今迄の好意に対し謝辞あって兼務さ

れる高詔君の照会と泰人より挨拶あった。

C親睦委員酒田との親睦を一層決める為酒田R・Cの

例会目には親睦委員で自動辛で鮮案内して呉れるこ

とになりましたから、どしどしメークされる方委員

長へ連絡して下さい。　　　（TEL2，435）

主局黍の種子

或る農家が、彼の土産した玉萄黍に沢山の吉リボンを

かちえた。その最良延子を隣り近所に方配すと習慣をつ

けました。「どうしてあなたはそんなことをすることが

出来るのですか」と彼にたずねられました。「あなたの

隣人は、共進会であなたと競走しておるではありません

か。それでもあなたは、あなたの入賞有子で彼等を援助

しなければならないんですか」彼の答えはこうでした。

「なんとそれは簡単なことです。若し私が艮い玉局黍を

栽培しようとすれば、私の隣人もまた良い王冠黍を栽培

しようと援助しなければなりません。

風は成熟した花粉をとって畑から畑へと吹き散らしま

す。若しお隣りが不長の玉萄黍を栽培すれば、私自身の

ものの品質が被害を受けます。若し私が良い玉軍黍を栽

培しようと思えば、私は彼等もまた良い玉萄黍を栽培す

るよう援助しなければなりません」

－奉仕の冒険より－

（職業奉仕委員会）

四つのテストの話　　　ハー′ミート・J・テイラー

（前回につゞく）

このように大きい障碍に直面し、不利な条件の下にあ

ったわれわれは、競争柏手の持ち得ない何ものかを掴ま

ねばならないと感じた。その何ものかは、社員の人格と

信頼とサービス精神でなければならないとの結論に達し

た。第一に社員の選択に細かい注意を払い、第二に男女

社員の質が会社と共に向上するように指導しなければな

らないとの方針を定めた。

われわれはミ正しト、ものには力があるモと信じ、常に

正しくあることに最善をつくすことを決心した。われわ

れの事業には他の駕十の事業と同掛こ道義上の掟があっ

た－しかしその掟は冗長で暗記は不可龍といってよか

ったので、全く非実H拍勺であった。われわれはまた、新

しいテストは、人々に何をなすべきかを訓えるのではな

く、企てられた計画や方針や計算書または行動が正しい

か間違っているかについて知ることを可鐙にするような

疑問を起さすものであるべきだと信じた。
ミ四つのテスト七になっている短い質問を考え出すま

でには、相当の期間が要された。そのミ四つのテストモ

というのは次のようなものである－

1．真実であるか

2．関係者のすべてに公平か

う．好意を生み友情をもたらすか

4．関係者のすべてに有益か

私はこのちょっとしたテス†を机上のガラス板の下に

おいて、会社の者には誰にも話さず数日自分で試すこと

にした。そして非常にがっかりするような経験をなめた

机上に持ち出された事柄をミこれは真実かモという第一

番の質問でテストしたところが私は最初の日にミテスト

ミをくず等の中に捨てたくなった。私はそれまで如何に

匪々真実から遠ざかり、わが社の計算書や手紙や広告に

如何に多くの偽りがあったかを意識していなかったので

ある。

私は六十日間の絶えざる忠実な努力によってミ四つの

テストモを実行し、その大きな価値をすっかり信じ、同

時に慢心の鼻を強く折られ、また、この会社の社長とし

て自分の行為にがっかりさせられたこともあった。しか

し私はミ四つのテストモを実行することに十分の進境を

みせ、同僚の幾人かにはこのことについて話す資格がで

きたと信じた。私は四名の部長にこのことについて説明

した。その四名の宗教について述べてみるのも興味があ

るだろう。一人はコーマ旧教信者、一人はクリスチャン

サイェソス信者、第三番目はオーソドックスのユダヤ人

で他の一人は長老教会派の人であった。

…■＝次回掲載す。

〇二コニコ箱

谷口君　　　　商売繁栄のため

武田君　　　　御繁栄お目出度う

斎藤（栄）君　　　ク

中台君

小花君

阿部君

御本人、奥様筏誕生お目出度う御座います

小池君

高橋君

張君

佐藤（仁）君

○本日の献立

うれしく宕謝して、バレー招待受けて

早退して
今月も100％のよろこび

「清川八郎」卓話照介出来て

刺身　　平目
天ぷら　崇、えび、茄子、椎茸

味嗜汁　C負占、みつば
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